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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第78期

第３四半期連結
累計期間

第79期
第３四半期連結
累計期間

第78期
第３四半期連結
会計期間

第79期
第３四半期連結
会計期間

第78期

会計期間

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成22年
     ４月１日
至  平成22年
     12月31日

自  平成21年
     10月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成22年
     10月１日
至  平成22年
     12月31日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成22年
     ３月31日

売上高 (千円) 9,312,9839,985,5962,961,3973,394,93812,457,856

経常利益 (千円) 1,406,2621,742,922432,758 652,9501,906,595

四半期(当期)純利益 (千円) 647,1511,013,410212,087 387,621 920,574

純資産額 (千円) ― ― 23,386,57024,249,60723,779,133

総資産額 (千円) ― ― 26,333,26427,207,13327,177,589

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,044.091,082.671,061.64

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 28.89 45.25 9.47 17.31 41.10

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 88.8 89.1 87.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,404,861757,294 ― ― 2,160,449

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △232,594△860,229 ― ― △195,775

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △403,406△759,830 ― ― △453,508

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,914,5952,794,1343,656,900

従業員数 (名) ― ― 339 383 335

(注)　１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

　 りません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

　 ません。

３ 売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および連結子会社）において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 383(82)

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２  従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 313(69)

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２  従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比（％）

　診断薬事業 　 　

　　微生物学的診断用薬 1,043,750 ―

　　免疫血清学的診断用薬 296,524 ―

　　精度管理用血清他 94,613 ―

　　　　小　　　  計 1,434,887 ―

　医薬事業 　 　

　　医薬品 422,767 ―

　　健康食品他 221,766 ―

　　化粧品他 231,200 ―

　　　　小　　　  計 875,733 ―

合  　　計 2,310,620 ―

(注) 金額は売価換算額によっており、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

販売計画に基づく生産計画により生産を行っておりますので該当事項はありません。

　
(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

　診断薬事業 　 　

　　微生物学的診断用薬 1,064,244 ―

　　免疫血清学的診断用薬 825,570 ―

　　精度管理用血清他 72,091 ―

　　検査用機器および器材他 88,539 ―

　　　　小　　　　計 2,050,445 ―

　医薬事業 　 　

　　医薬品 624,611 ―

　　健康食品他 431,336 ―

　　化粧品他 288,545 ―

　　　　小　　　　計 1,344,492 ―

合　　　計 3,394,938 ―

(注) 金額には消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありませ

ん。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

（当社と株式会社リスブランとの合併契約）

当社は、平成22年12月28日開催の取締役会において、当社の完全子会社である株式会社リスブランを吸

収合併することを決議し、同日付で平成23年４月１日を効力発生日とする合併契約を締結しました。

　合併契約の概要は次のとおりです。

(1)合併の目的

当社グループにおいて、株式会社リスブランは化粧品の製造販売を主な事業としておりますが、経営

資源を集中し営業部門の協調・支援部門の統合による経営の効率化をはかるため、同社を吸収合併す

ることとしました。

(2)合併の方式

当社を存続会社とし株式会社リスブランを消滅会社とする吸収合併方式です。

(3)合併に際しての株式の発行および割当

当社は株式会社リスブランの全株式を所有しており、本合併による新株式の発行および資本金の増

加ならびに合併交付金の支払いはありません。

(4)合併の期日

平成23年４月１日

(5)財産の引継ぎ

当社は、平成22年６月30日現在の貸借対照表、その他同日の計算を基礎とし、これに合併期日に至る

までの増減を加味した資産、負債その他一切の権利義務を効力発生日において引き継ぎます。

(6)株式会社リスブランの資産および負債・純資産の状況（平成22年６月30日現在）

資　産 金額（千円） 負債・純資産 金額（千円）

流動資産 1,055,278流動負債 466,148

固定資産 912,482 固定負債 228,687

　 　 純資産 1,272,923

合　計 1,967,760 合　計 1,967,760

（注）株式会社リスブランは子会社を有しておりますが、連結決算を行っておりません。直前事業年度の

財政状態は当社の財務調査に基づくものです。

(7)吸収合併存続会社となる会社の資本金・事業の概要（平成22年３月31日現在）

資本金　　　4,449百万円

　事業の内容　診断用薬、検査用機器、ＯＴＣ医薬品および健康食品などの製造、仕入、販売
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社および連結子会

社）が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間における医薬品業界は、昨年４月の診療報酬の改定やジェネリック医薬品

（後発医薬品）の使用促進などの医療費抑制策の基調は変わらず、また改正薬事法の施行によるＯＴＣ

医薬品市場への他業種の参入などの影響を受け、企業間の競争が激化しております。

　このような状況のもとで当社グループは販売の拡充に努めた結果、売上高は33億94百万円(前年同四半

期比14.6%増)となりました。利益面におきましては営業利益は５億59百万円(前年同四半期比75.3%増)、

経常利益は６億52百万円(前年同四半期比50.9%増)となり、四半期純利益は投資有価証券評価損の減少も

あり３億87百万円(前年同四半期比82.8%増)となりました。

　セグメントごとの業績を示すと、次のとおりであります。

　診断薬事業の売上高は20億50百万円となりました。分野別では微生物学的診断用薬が10億64百万円、免

疫血清学的診断用薬が８億25百万円、精度管理用血清他が72百万円、検査用機器および器材他が88百万円

となりました。この事業の営業利益は４億87百万円であります。

　医薬事業の売上高は13億44百万円となりました。分野別では医薬品が６億24百万円、健康食品他が４億

31百万円、化粧品他が２億88百万円となりました。この事業の営業利益は２億66百万円であります。

　なお、両事業に配賦できない支援部門に係る費用等１億93百万円が控除されておりません。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末に比べ29百万円増加し272億７百万円と

なりました。

　流動資産は前連結会計年度末に比べ３億55百万円増加し135億12百万円となりました。これは主に１年

内償還予定債券を投資有価証券から振替えたことなどにより有価証券が10億95百万円増加した一方で、

関係会社預け金が８億70百万円減少したことによります。　

固定資産は前連結会計年度末に比べ３億26百万円減少し136億95百万円となりました。これは主に有形

固定資産が４億41百万円増加した一方で、投資有価証券が有価証券への振替などにより８億42百万円減

少したことによります。 　

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末に比べ４億40百万円減少し29億57百万円

となりました。これは主に未払法人税等が４億12百万円減少したことによります。 

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は前連結会計年度末に比べ４億70百万円増加し242億49百万

円となりました。

  この結果、自己資本比率は89.1％となりました。

　

EDINET提出書類

日水製薬株式会社(E00971)

四半期報告書

 6/26



　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は前連結会計年度末に比べ８

億62百万円減少し27億94百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　　　　　　　

　営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前四半期純利益６億55百万円、減価償却費１億33百万

円、その他の引当金の減少１億63百万円、法人税等の支払３億61百万円などにより２億48百万円（前年同

四半期比２億74百万円減）の収入となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは有価証券の売却及び償還による収入89百万円、有形固定資産の取

得による支出66百万円、利息及び配当金の受取80百万円などにより１億９百万円（前年同四半期比10億

72百万円増）の収入となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　財務活動によるキャッシュ・フローは配当金の支払１億93百万円などにより１億94百万円（前年同四

半期比18百万円減）の支出となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および連結子会社）の事業上および財務上

の対処すべき課題に重要な変更および新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は１億63百万円です。その内訳は診断薬事業１億16百

万円、医薬事業47百万円です。

　なお、当第３四半期連結会計期間において研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,547,14022,547,140
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株です。

計 22,547,14022,547,140― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

─ 22,547,140 ─ 4,449,844 ─ 5,376,172

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)現在の株主名簿による記載を

しております。

① 【発行済株式】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 149,000
　

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 22,365,300
　

223,653 ―

単元未満株式 普通株式 32,840
　

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 22,547,140― ―

総株主の議決権 ― 223,653 ―

(注)  １「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

２「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式が73株および証券保管振替機構名義の株式が43株含まれてお

ります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
日水製薬株式会社

東京都台東区上野
３－23－９

149,000 ─ 149,000 0.66

計 ― 149,000 ─ 149,000 0.66

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 705 715 707 703 690 697 701 682 698

最低(円) 677 640 649 671 656 662 654 658 663

(注)  最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものです。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。

EDINET提出書類

日水製薬株式会社(E00971)

四半期報告書

10/26



第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)および前第３四半期連

結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)および当第３四半期連結累計期

間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)および前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表ならびに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月

31日まで)および当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,468,431 2,461,012

受取手形及び売掛金 ※2
 3,236,278 3,109,913

有価証券 1,499,078 403,160

商品及び製品 1,573,395 1,489,386

仕掛品 370,013 410,564

原材料及び貯蔵品 628,240 629,525

繰延税金資産 69,907 174,195

関係会社預け金 3,475,703 4,345,888

その他 204,902 146,623

貸倒引当金 △13,951 △14,255

流動資産合計 13,512,000 13,156,013

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 2,297,989

※1
 2,045,333

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 468,902

※1
 565,241

土地 2,281,579 2,006,879

建設仮勘定 1,513 1,513

その他（純額） ※1
 216,925

※1
 206,009

有形固定資産合計 5,266,909 4,824,976

無形固定資産 122,993 96,555

投資その他の資産

投資有価証券 7,729,585 8,572,120

繰延税金資産 364,913 318,772

その他 227,779 226,895

貸倒引当金 △17,049 △17,744

投資その他の資産合計 8,305,229 9,100,044

固定資産合計 13,695,133 14,021,576

資産合計 27,207,133 27,177,589
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 1,178,481 1,199,786

未払法人税等 227,560 639,929

賞与引当金 52,411 223,528

役員賞与引当金 12,999 14,170

返品調整引当金 － 2,000

歩戻引当金 25,971 15,475

その他 592,870 451,609

流動負債合計 2,090,294 2,546,498

固定負債

長期未払金 66,408 75,208

退職給付引当金 414,347 394,100

その他 386,477 382,648

固定負債合計 867,232 851,957

負債合計 2,957,526 3,398,456

純資産の部

株主資本

資本金 4,449,844 4,449,844

資本剰余金 5,378,419 5,378,419

利益剰余金 14,708,607 14,210,358

自己株式 △96,463 △96,064

株主資本合計 24,440,408 23,942,557

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △190,801 △163,423

評価・換算差額等合計 △190,801 △163,423

純資産合計 24,249,607 23,779,133

負債純資産合計 27,207,133 27,177,589
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 9,312,983 9,985,596

売上原価 4,706,369 4,786,069

売上総利益 4,606,613 5,199,527

販売費及び一般管理費 ※
 3,576,392

※
 3,731,396

営業利益 1,030,221 1,468,130

営業外収益

受取利息 91,835 92,988

受取配当金 109,202 128,325

投資事業組合運用益 10,644 －

投資有価証券売却益 115,894 369

デリバティブ評価益 4,854 11,853

その他 44,471 44,659

営業外収益合計 376,902 278,196

営業外費用

支払利息 797 1,074

投資事業組合運用損 － 2,130

その他 63 199

営業外費用合計 861 3,404

経常利益 1,406,262 1,742,922

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 812

保険解約返戻金 － 728

特別利益合計 － 1,540

特別損失

投資有価証券評価損 202,213 32,320

その他 10,313 3,462

特別損失合計 212,526 35,782

税金等調整前四半期純利益 1,193,736 1,708,680

法人税、住民税及び事業税 446,052 578,867

法人税等調整額 100,532 116,403

法人税等合計 546,584 695,270

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,013,410

四半期純利益 647,151 1,013,410
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 2,961,397 3,394,938

売上原価 1,506,248 1,615,642

売上総利益 1,455,148 1,779,296

販売費及び一般管理費 ※
 1,135,853

※
 1,219,622

営業利益 319,295 559,673

営業外収益

受取利息 32,355 29,195

受取配当金 31,489 47,388

投資有価証券売却益 12,050 －

デリバティブ評価益 13,404 1,914

その他 24,487 14,969

営業外収益合計 113,786 93,467

営業外費用

支払利息 266 68

その他 57 121

営業外費用合計 324 190

経常利益 432,758 652,950

特別利益

投資有価証券評価損戻入益 － 3,080

貸倒引当金戻入額 － 215

特別利益合計 － 3,295

特別損失

投資有価証券評価損 54,620 －

その他 121 782

特別損失合計 54,742 782

税金等調整前四半期純利益 378,016 655,463

法人税、住民税及び事業税 84,028 175,091

法人税等調整額 81,900 92,751

法人税等合計 165,928 267,842

少数株主損益調整前四半期純利益 － 387,621

四半期純利益 212,087 387,621
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,193,736 1,708,680

減価償却費 436,989 384,682

その他の引当金の増減額（△は減少） △197,512 △158,010

受取利息及び受取配当金 △201,037 △221,314

支払利息 797 1,074

売上債権の増減額（△は増加） 393,932 △60,759

たな卸資産の増減額（△は増加） 15,692 129,052

仕入債務の増減額（△は減少） △159,741 △103,761

投資有価証券売却損益（△は益） △115,894 △369

デリバティブ評価損益（△は益） △4,854 △11,853

投資有価証券評価損益（△は益） 202,213 32,320

その他 70,969 46,494

小計 1,635,291 1,746,234

法人税等の支払額 △230,430 △988,940

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,404,861 757,294

投資活動によるキャッシュ・フロー

関係会社預け金の増減額（△は増加） 1,550,000 －

有価証券の売却及び償還による収入 546,696 389,467

有形固定資産の売却による収入 145 －

有形固定資産の取得による支出 △113,557 △98,611

無形固定資産の取得による支出 △34,807 △25,147

投資有価証券の売却及び償還による収入 831,173 36,531

投資有価証券の取得による支出 △3,254,382 △657,205

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △742,032

利息及び配当金の受取額 204,902 226,772

その他の資産の増減額（△は増加） 37,235 9,994

投資活動によるキャッシュ・フロー △232,594 △860,229

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 － △79,928

長期借入金の返済による支出 － △212,768

リース債務の返済による支出 △3,600 △4,701

配当金の支払額 △399,324 △461,166

自己株式の増減額（△は増加） △460 △398

その他 △21 △868

財務活動によるキャッシュ・フロー △403,406 △759,830

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 768,860 △862,766

現金及び現金同等物の期首残高 2,145,734 3,656,900

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,914,595

※
 2,794,134
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１  連結の範囲に関する事項の変更 （１）連結範囲の変更

　当社の連結子会社であった株式会社ライフミンは第１四半期連
結会計期間において合併により連結の範囲から除外しておりま
す。また、株式会社リスブランは第１四半期連結会計期間において
全株式の取得により連結の範囲に含めております。

（２）変更後の連結子会社の数
　　　１社

２  会計処理基準に関する事項の変更 （１）「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基
準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）および「資産除
去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
21号　平成20年３月31日）を適用しております。 
　これによる営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益
に与える影響は軽微であります。 

　 （２）「企業結合に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」
（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関
する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、
「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準
第23号　平成20年12月26日）、「企業結合会計基準及び事業分離等
会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平
成20年12月26日）を適用しております。 　 

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　
当第３四半期連結会計期間

(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に

算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度

末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１ 有形固定資産の減価償却累計額　 12,149,696千円※１ 有形固定資産の減価償却累計額 　10,933,491千円

※２ 第３四半期連結会計期間末日の満期手形の会計処理

については、手形交換日をもって決済処理しており

ます。なお、当第３四半期連結会計期間の末日が金融

機関の休日であったため、次の第３四半期連結会計

期間末日満期手形が当第３四半期連結会計期間末日

の残高に含まれております。

受取手形　　　　   　　　　　　  　20,773千円　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

―

　　 支払手形　　　　   　　　　　　  　 6,970千円　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

※  販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当  849,202 千円

歩戻引当金繰入額   31,481  〃

賞与引当金繰入額   36,771  〃

役員賞与引当金繰入額  7,085  〃

退職給付費用  102,304  〃

※  販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当 904,588 千円

歩戻引当金繰入額 25,971  〃

賞与引当金繰入額 31,805  〃

役員賞与引当金繰入額 12,999  〃

退職給付費用 83,265  〃

　
第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

※  販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当  276,466 千円

歩戻引当金繰入額   31,481  〃

賞与引当金繰入額   36,771  〃

役員賞与引当金繰入額  7,085  〃

退職給付費用  34,594  〃

※  販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当 289,046 千円

歩戻引当金繰入額 25,971  〃

賞与引当金繰入額 31,805  〃

役員賞与引当金繰入額 12,999  〃

退職給付費用 31,061  〃

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,729,822 千円

預入期間が３か月以内の関係会社
預け金

184,773　〃

現金及び現金同等物 2,914,595 千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金  2,468,431千円

預入期間が３か月以内の関係会社
預け金

 325,703 〃

現金及び現金同等物  2,794,134千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)および当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１

日  至  平成22年12月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 22,547,140

　
２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 149,216

　
３  新株予約権の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　
４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 268,782 12平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

平成22年10月28日
取締役会

普通株式 246,378 11平成22年９月30日 平成22年12月３日 利益剰余金

　
(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　      該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
診断薬事業
(千円)

医薬事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　 外部顧客に対する売上高 1,844,3741,117,0232,961,397 ― 2,961,397

営業利益 378,676130,926509,602(190,307)319,295

(注) １ 事業区分の方法

    製商品の種類による区分として診断薬事業部門および医薬事業部門に区分しております。

２ 各事業区分の主要製商品

　  診断薬事業部門　 微生物学的診断用薬・免疫血清学的診断用薬・精度管理用血清他・検

　　　　　　　　　　 査用機器および器材他

　　　 　  医薬事業部門     医薬品・健康食品他 　

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
診断薬事業
(千円)

医薬事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　 外部顧客に対する売上高 5,777,3563,535,6269,312,983 ― 9,312,983

営業利益 1,225,684423,1321,648,817(618,596)1,030,221

(注) １ 事業区分の方法

    製商品の種類による区分として診断薬事業部門および医薬事業部門に区分しております。

２ 各事業区分の主要製商品

　  診断薬事業部門　 微生物学的診断用薬・免疫血清学的診断用薬・精度管理用血清他・検

　　　　　　　　　　 査用機器および器材他

　　　 　  医薬事業部門     医薬品・健康食品他 　

　
【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)および前第３四半期連結累

計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

　　　在外子会社および在外支店がないため、該当事項はありません。

　
【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)および前第３四半期連結累

計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

　　　海外売上高は連結売上高の10%未満であるため、記載を省略しております。

　
【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成

21年３月27日)および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

　当社は、製商品の区分別のセグメントから構成されており、「診断薬事業」および「医薬事業」の２つ

を報告セグメントとしております。 

「診断薬事業」は診断用薬の製造、仕入、販売と検査用機器および器材他の仕入、販売をしております。

「医薬事業」は医薬品・健康食品他および化粧品他の製造、仕入、販売をしております。 

　
２  報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　

　

報告セグメント

診断薬事業　
（千円）

医薬事業　　（千
円）

計　　　　　（千
円）

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,890,2524,095,3439,985,596

セグメント利益 1,297,283798,5842,095,868

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　

　

報告セグメント

診断薬事業　
（千円）

医薬事業　　（千
円）

計　　　　　（千
円）

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,050,4451,344,4923,394,938

セグメント利益 487,178 266,399 753,578

　

３．報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　 　

利益 金額（千円）

報告セグメント計 2,095,868

全社費用(注) △627,737

四半期連結損益計算書の営業利益 1,468,130

(注)全社費用は主に支援部門に係る費用等であります。  
　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　 　

利益 金額（千円）

報告セグメント計 753,578

全社費用(注) △193,904

四半期連結損益計算書の営業利益 559,673

(注)全社費用は主に支援部門に係る費用等であります。  
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 1,082.67円
　

　 1,061.64円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 24,249,607 23,779,133

普通株式に係る純資産額(千円) 24,249,607 23,779,133

普通株式の発行済株式数(株) 22,547,140 22,547,140

普通株式の自己株式数(株) 149,216 148,605

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 22,397,924 22,398,535

　
２．１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 28.89円
　

１株当たり四半期純利益金額 45.25円
　

(注)  １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　　    ２ １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 647,151 1,013,410

普通株式に係る四半期純利益(千円) 647,151 1,013,410

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 22,399,264 22,398,237

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 9.47円
　

１株当たり四半期純利益金額 17.31円
　

(注)  １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　　    ２ １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 212,087 387,621

普通株式に係る四半期純利益(千円) 212,087 387,621

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 22,399,012 22,398,024

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第79期(平成22年４月１日から平成23年３月31日まで)中間配当については、平成22年10月28日開催の取

締役会において、平成22年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこ

とを決議し配当を行っております。

①　配当金の総額 246,378千円

②　１株当たりの金額 11円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成22年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月10日

日水製薬株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    伊    藤    栄    司    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    林    　    宏    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    千    葉    通    子    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日水

製薬株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日水製薬株式会社及び連結子会社の平成21年

12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

日水製薬株式会社(E00971)

四半期報告書

25/26



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月９日

日水製薬株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    伊    藤    栄    司    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    林    　　　宏    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日水

製薬株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日水製薬株式会社及び連結子会社の平成22年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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